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Abstract
The injury in sports gives a large load to athlete’s mind and body， and causes various stress reactions.
The case to abandon sporting activities and to cause the deviating action because of Athletic injury is re-
ported.
Moreover， athlete might be annoyed by the stress such as the frictions in emotional distress， haste， uneas-
iness， and the frustration and the interpersonal relationship.
The majority of the student who enters M women’s university as a sports player experiences athletic injury. 
There is a player who cannot demonstrate the performance due to sequelae. In the same way， there is a play-
er who needs the operation of rehabilitation and surgery for the recovery.
In such a current state， it is thought that adequate treatment of the area of damage is natural to attempt the 
return to the practice and an early symptom improvement. In addition， an examination of the process of the 
sports injury and a quantitative examination of the stress as the psychological factor are indispensable.
A lot of reports concerning psychological interventions and the psychological recovery program are seen in 
the early research， the approach for the recovery of the athletic injury is performed everywhere.
This research aimed to clariﬁed a psychological trend of the player who seceded temporarily from the ath-
letic activity caused by the sports injury， and to obtain material that becomes base of effective support strate-





日本体育協会スポーツ医・科学研究 11）では，高校時代のスポーツ傷害の発症率が 6 割を優に超えると


















調査対象者は M 女子大学の健康・スポーツ科学科に所属する一回生の学生 168 名（有効回収率
89.2%）であり，高校時代にスポーツ傷害を経験した学生 149 名（年齢 18.8±0.3 歳，身長 162.0±7.6 ㎝，
体重 53.8±8.6kg）である．














図 2 の測定値は該当数で示し，SPSS 11. 0J for Windows を用いてχ2 検定を行い，有意水準は 5% 未満
とした．
図 3 の測定値は平均で示し，SPSS 11. 0J for Windows を用いて t 検定を行い，有意水準は 5% 未満と
した．





図 1 に示したように，168 名中，受傷経験のある学生は 149 人（88.7％）であり，受傷頻度は 3 年間で
女子学生のスポーツ傷害における心理的・属性的要因の検討
－ 99 －
平均 1.9 回となった．その内訳は，5 回が 1 人，4 回
が 10 人，3 回が 21 人であり，種目別でみると，器械
体操が平均 3.5 回と頻度が最も高い結果となった．
学生の運動歴は平均 10.2±7.8 年であるが，15 年以







骨折は 29 名（19.5％），その中に疲労骨折が 7 名含まれている．上肢では 23 名（13.7％）で肘や肩，指
などである．
腰部では 20 名（11.9％）（骨盤骨折 1 名，ヘルニア 2 名含）となり，頭部は 4 名（2.4％）（鼻骨折 1 名含），







リハビリ期間は 7 日～ 180 日であり，平均すると 43.1 日間であった．この中で 4 名は現在も経過治療
中である．
次に，大学入学後の 2 ヶ月間での受傷について，回答を求めた結果，既に下肢 22 名（骨折 3 名），上
肢 4 名（骨折 2 名），腰部 1 名と，合計 27 名（12.5%）の発症率となっていた．
3）　受傷直前の自覚的コンディション
Table 1.  Conscious condition of injury n＝149　　重複回答
項　　目 人数 % 項　　目 人数 %
 1. 集中力が途切れた 16（10.7%）  8. 急いだ 3（ 2.0%）
 2. 運動と関係ない悩み事があった 3（ 2.0%）  9. 苦しかった 3（ 2.0%）
 3. 練習内容や方法に迷いが生じた 7（ 4.7%） 10. 覚えていない 14（ 9.4%）
 4. 他のことを考えていた 0（ 0.0%） 11. 特に無い 45（30.2%）
 5. やばいと思った 13（ 8.7%） 12. 調子が良かった 1（ 0.7%）
 6. うまく出来ないと感じた 17（11.4%） 13. その他 1（ 0.7%）






Table 2.  Mental condition of injury n＝149　　重複回答
項　　目 人数 % 項　　目 人数 %
 1. しまった！ 42（28.2%）  8. 早く直したい 48（32.2%）






Fig.  1.  Presence of sports Injuly
（伊達，伊達，永戸，樫塚，田中，相澤，五藤，北島，田嶋，村川，三村）
－ 100 －
 3. どうしよう 40（26.8%） 10. クラブに迷惑をかけてしまう 35（23.5%）
 4. もうだめだ 7（ 4.7%） 11. その他 4（ 2.7%）
 5. これ位何とかなる 27（18.1%） 12. 特に無い 1（ 0.7%）
 6. 気分が悪くなった 3（ 2.0%） 13. 覚えていない 1（ 0.7%）






Table 3.  Mental condition of Rehabilitation n＝149　　重複回答
項　　目 人数 % 項　　目 人数 %
 1. 焦った 94（63.1%） 14. リハビリに専念しようと思った 43（28.9%）
 2. 情けなかった 51（34.2%） 15. 練習が休めると思った 18（12.1%）
 3. 辛かった 78（52.3%） 16.  自分自身を見つめなおす機会だ
と考えた
4（ 2.7%）
 4. そのうち治ると開き直った 31（20.8%） 17. 体調が狂ってしまうと考えた 69（46.3%）
 5.  全快したら元のポジションに戻
ると考えた
30（20.1%） 18. 体重が増えてしまうと感じた 8（ 5.4%）
 6.  誰かに悩みや愚痴を聞いて欲し
かった
21（14.1%） 19.  監督・コーチに見放されると思っ
た
19（12.8%）
 7. 何も考えないようにした 8（ 5.4%） 20.  怪我の前と特に変わったことは
無い
14（ 9.4%）
 8.  元通りにはならないかもしれな
いと思った
29（19.5%） 21. クラブに迷惑をかけてしまった 35（23.5%）
 9. イライラした 10（ 6.7%） 22. 誰にも会いたくないと思った 4（ 2.7%）
10.  回復してもレギュラーから外さ
れると思った
28（18.8%） 23.  出来る範囲でやればよいと思っ
た
49（32.9%）
11. もう運動は無理と思った 23（15.4%） 24. 焦らないようにと努力した 29（19.5%）
12.  怪我をしていない皆がうらやま
しかった
7（ 4.7%） 25. 覚えていない 0（ 0.0%）

































































































































































































































































傷害があると回答した学生では，「はつらつ型」は 62 名（42.7%），「ゆうゆう・だらだら型」が 13 名
（9.0%），「ふうふう型」が，31 名（21.4%），「へとへと型」39 名（26.9%）であった．無効回答の 4 名は除外
した．
ないと回答した学生は，「はつらつ型」は 6 名（35.3%），「ゆうゆう・だらだら型」が 2 名（11.8%），「ふ






































Fig.  4.  Pattern of MHP.1













































い」41～57，「やや高い」58～69，「かなり高い」70 ～ 81，「非常に高い」82～120 となる．生きがい度（QOL）
は，「殆ど無い」10～17，「低い」18～23，「やや高い」24～31，「かなり高い」32 ～ 37，「非常に高い」38
～40 となる．
本研究は科研費（基盤研究 C 10155294）の助成を受けたものである．本研究の一部は，第 59 回 日本体
育学会で発表した．
引用・参考文献
1）　 Airi Naoi・Heather R.Deaner, Psychological Response to Sport Injury and Psychological Skills Interventions for Injured 





























21） Ryde D, The role of the physician in sports injury prevention, Journal of sports medicine，5，152-155（1965）
22） 渋谷智久，高校サッカー選手におけるスポーツ傷害と心理的競技能力，順天堂大学スポーツ健康学研究　8，
48-49（2004） 
23） 内田若希，自己概念の多面的階層モデルの検討と運動・スポーツによる自己変容，スポーツ心理学研究　
35-1，7-8（2008）
